









































































































































































































































 ５ エトロフとシャーマニズム 
 
 その後、毎年作品を量産し続けた島田の小説の舞台は、日本はもとより世界各国・各地にひろがり、紀行
文やエッセーで取り上げられる場所も、ロシアのみならずあらゆる都市や辺境に及ぶことになる。重点的に
ロシアを扱ったテクストとしては、『アルマジロ王』（1991・3、新潮社）所収の短編「チェルノディルカ」
（『すばる』1990・10）が挙げられる。主人公は、二度目にレニングラードを訪れたルミである。彼女は、
ホテルのレストランで知り合った宇宙論を研究するサムソンに招かれて、百キロほど郊外にあるチェルノデ
ィルカの実家を訪問する。そこはソ連の都市でありながら昔ながらの帝政時代の暮らしを守る人々が住んで
いた。町長以上とも言われるサムソンの父らと交歓し、ルミは外国人と結婚するのが家訓だというサムソン
に求婚され、「チェルノディルカ」がブラックホールの意味だと教えられる。この作品のロシア表象で突起
すべきは、モスクワ・レニングラードなどの都市部ではなく、また、現代の社会風俗だけでなく、ロシアの
基層社会の有様や伝統的な民俗についてもそれなりに描かれている点である。この傾向が、今までのところ、
『エトロフの恋』に結実するシャーマン的な民俗の導入へと繋がってくるところである。 
 『エトロフの恋』は、『無限カノン』三部作の掉尾を飾る作品である。『無限カノン』は、日本の「現地妻」
蝶々夫人とその息子に始まる系譜の運命を描いた大作である。これらは、プッチーニのオペラ『蝶々夫人』の続
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編翻案ということができる。この三部作の完結編『エトロフの恋』は、舞台が択捉島であり、再びロシアが登場
する。少々長くなるが、以下、三部作の梗概をまとめてみる。 
 第一作の『彗星の住人』（2000・11、新潮社刊、［初出］『三声のリチェルカーレ』、『新潮』1999・1、『無
限カノン』、『新潮』1999・5。増補改訂の上「純文学書き下ろし特別作品」として刊行）は、18歳になった君
・椿文緒(ツバキフミオ)は、失踪した父(ダダ)・常磐カヲルを探す旅に出る。初めに立ち寄った墓地で立ち寄っ
た父の墓はゴミにまみれ、悪罵が殴り書きされていた。郊外の常磐の屋敷にアンジュ伯母さんを訪ね、カヲルの
話を聞く。カヲルは、麻川不二子という女性に命掛けの恋をして引き裂かれたという。アンジュが10歳の時、
カヲルは川向こうに住む母・キリコが死んだために常磐家に引き取られてきた。カヲルの父・野田蔵人は作曲家
で、アンジュの父・シゲルの友だったが癌で死に、シゲルに妻子の後事を託したのだ。 
 カヲルは兄のマモルはカヲルにつらく当たったが、父母に教えられた声楽が素晴らしく、アンジュの祖母やメ
イドらに可愛がられる。不二子はアンジュの同級生で、カヲルが彼女を思慕をし始めた頃、マモルもまた彼女を
意識していた。不二子の下着姿を盗撮したマモルに宣戦布告したカヲルは、中学生らに羽交い締めにされ裸で不
二子の家の前に置かれたが、不二子はカヲルを部屋に迎え入れた。だがその後不二子は父の赴任のため渡米する。 
 カヲルの父（文緒の祖父）・野田蔵人の出生の秘密。アンジュ伯母は文緒に蔵人はプッチーニ『蝶々夫人』の
続編を作る構想があったことを教える。なぜなら、蔵人こそ蝶々夫人のモデルの子孫だったからだ。―1890
年代、アメリカ海軍士官ピンカートンは15歳の芸者「蝶々さん」を現地妻にした。習俗の違いと世間の白眼視
に耐え、彼女は彼を愛したが、3年半後、旅から戻り再び長崎に寄港した彼は、彼女に会いもせず、手切れ金を
渡そうとする。彼女は自刃し、彼女の物語は小説さらにオペラとなり、一方〝茶目(トラブル)〟と呼ばれたその
息子は海を渡ってピンカートン夫妻の子となった。その子、ベンジャミン・ピンカートン・ジュニア（ＪＢ）こ
そ、蔵人の父である。 
 ＪＢは母(マム)の国日本に憧れ、サンフランシスコで留学生ミス・スズキから日本語を教わり、やがて海を渡
り、国情を探る使命を帯びて神戸の領事館に勤務し、野田大尉の妹・那美と結婚するが、赴任先の満州で那美は
蔵人を生んで死ぬ。蔵人の乳母でユダヤ系ロシア人のナオミと再婚したＪＢは、日米両国に対して平和中立主義
で臨み、戦中戦後をくぐり抜ける。戦後、妻子とともに長崎を訪れたＪＢは、教会のシスターから母の形見の短
刀を受け取る。それは維新の折、逆賊として自害した「蝶々さん」の父が自害用に天皇から下賜され、また彼女
もそれで自刃した刀だった。 
 蔵人は戦後の混乱期に学校を転々とし、ピアノとギターで日銭を稼いでいた。映画監督から女優を慰めるよう
頼まれ、蔵人は松原妙子の家に通い、彼女に恋をする。息子からその話を聞いたＪＢは、初めて蔵人の祖母にあ
たるマダム・バタフライの悲劇を語り、妙子がマッカーサーの愛人であることを知らせる。蔵人の恋が受け入れ
られたかに思われ、2人が交わった直後、妙子は彼を突き放した。マッカーサーは窮地に陥り、妙子だけが彼の
狂気をなだめられる人であったことを知った蔵人は、彼女に謝らなければならないと思う。 
 マッカーサーが罷免された頃、ＪＢも息を引き取る。彼女に捧げた曲を彼女の家の庭で蔵人は聴くが、ガラス
越しに見えた彼女の背後には誰か男がいた……。アンジュに連れられ、文緒はカヲルの旧友花田を訪れる。花田
は元前頭の雲取山で、後に伯父のヤクザの家を継ぎ、超秀才の伊能とともにカヲルの理解者だった。マモルは巨
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乳娘の美智代を弄び、花田組がそれを種に恐喝してきたので、マモルは後始末をカヲルに命じた。カヲルは単身、
組長に会い、シゲルに常磐商事が花田組を吸収することを提案し、丸く収め、野田の家から出てアメリカへ渡る。 
 3部作の第2作は、『美しい魂』（2003・9、新潮社刊、［初出］『新潮』2003・8）である。蝶々夫人の孫が
繰り広げる、皇太子妃となる女性との明日のない恋愛を描く。カヲルは文緒の母(マム)とアメリカで会い結婚し
たが、カヲルはかつて別の女を愛していた。カヲルは不二子が大学に通うボストンで彼女と会い、互いの愛を確
かめて再会の約束をするが、祖母危篤の報により彼は帰国する。母アミコは父シゲルのかつての不倫を根に持ち、
自分もカメラマン宮崎と情事に耽るが、裸体写真を種に恐喝され、気づいたアンジュがカヲルに相談し、カヲル
は動くがシゲルの命を受けた花田の子分によって宮崎は痛めつけられ、腹いせに宮崎は母がＯＧ会の幹事を務め
アンジュの通う大学の学長に写真を送りつけた。アミコは手首を切るが助かり、以後自らを自宅に軟禁し、宮崎
はその後花田の手下から長く半殺しの目に遭う。 
 カヲルはシゲルの愛人で声楽家のよしのとレッスンの後で情事を重ねていた。不二子が帰国し、カヲルを愛す
るアンジュは彼とよしのの仲をあらかじめ不二子に告げ、彼に迫るが拒絶される。再会した不二子はビアホール
に彼を置き去りにし、友達のままでいることを手紙で伝える。カヲルはよしのの勧めでカウンターテナーの訓練
をして野田の性を名乗り、コンサートデビューを飾る。はねた後、国連に就職する不二子を誘って結ばれようと
するが、直前で果ててしまう。 
 その頃、清仁親王英宮の意中の人として不二子の名が挙がっていた。不二子は公式に断りの声明を出すが、皇
太子は諦めなかった。アンジュは裸体でカヲルを誘惑し、二人は交わり、また一つ罪を犯したとカヲルは思う。
天皇が崩御して英宮は皇太子となり、再び不二子は候補者としてマスコミの標的とされる。常盤家に繋がりを求
めた皇太子に、アンジュは不二子には恋人はいないと告げた。それをアンジュから聞いた君・文緒は、ついては
いけない嘘をついたと彼女を詰(なじ)る。 
 皇太子は不二子に猛烈にアタックした。カヲルは不二子に会う設定をアンジュにさせようとし、アンジュは自
分カヲルとの関係とカヲルの企みを父シゲルに告げる。シゲルは激怒し、カヲルを感動する。カヲルは変装して
通勤途中の不二子に連絡し、1時間だけの逢瀬の際に彼女は皇太子の使命に共感できることと、恋が死なないこ
とを語る。その後、2人組に襲われ、喉を潰すと脅されておカマを掘られる。カヲルは始末を花田組に頼もうと
新聞記者となった伊能とともに訪れるが、シゲルの命を受けてカヲルを襲わせたのは花田だった。不二子を誘拐
すると言うカヲルに、花田は不二子と会わせることを約束する。 
 不二子は皇太子に求婚されるが拒絶する。しかし皇太子妃は皇室の外交官であるという説得を受け、かつて愛
した人の歌声を聞くこともできると言われる。2人は伊能の手配で尾行をまきドライブに出るが、その時不二子
の婚約の決意は固まっていた。その後、常磐商事は没落し、麻薬浸りとなったマモルはカヲルを中傷する情報を
ネットに流すが廃人となり、すべてを失ったアンジュは何者かが毒を入れたカヲルのブランデーを飲んで失明す
る。今は政治家となった伊能は、文緒に、カヲルがエトロフにいると話す。 
 そして 3部作の最後は、『エトロフの恋』（2003・9、新潮社刊、［初出］『新潮』2003・1）である。これ
は過去に囚われたカヲルが、エトロフの人と自然によって再生する物語である。私・カヲルはプリンセスに恋を
したために追放されてサハリン経由でエトロフに来た。灰色の空、何もない「繁華街」、鮭の養殖場、難破船。
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私はあなたがエトロフに来る時にこの島の人があなたを歓迎するようにし向けたい。島の議長に会い、サハリン
で知り合ったニーナの母でシャーマンのマリアに会いに行く。霊能者のマリアはもうじきニーナが来ると告げる。
帰ってきたニーナは、夜に森の死者たちの声がうるさくなると言う。ニーナも霊能力を持ち、それを捨てようと
していた。私は自分の過去の物語をニーナに聞かせる。 
 あなた（不二子）にあてて、エトロフの風土と歴史についてメールを書く。するとそれを伊能が転送してくれ
る。過って大麻を食べ、酩酊してニーナに救われ、自分が男の機能を失ったことを知らせる。島のホテルの料理
店を共同経営として「フジコ」と名付けた。ニーナと関わった男が4人死んだので別れろと言われる。彼女は私
に4人の死にざまを語る。やはり霊能力を持つニーナの弟コースチャはマリアが春に死ぬと予言する。コースチ
ャはシャーマンになる修行をするために森に入り、私も同行する。断食の幻想で、歌声とともに男性機能を失っ
た五年前が思い出される。森でアンジュや不二子の幻と会い、私は男性機能を回復する。コースチャは、手に刀
をもった日本の娘が私を訪ねて来るという。 
 当面の問題は『エトロフの恋』であるが、そこに至るまでに初めの二作も概観しておく必要がある。『彗星
の住人』は、当初、事実に基づいて制作されたプッチーニのオペラ『蝶々夫人』を大胆に拡充・展開して創
作された壮大なパロディである。蝶々夫人の子どもであるＪＢの系譜を、3代にわたって物語る中で、「現
地妻」（蝶々夫人）の悲劇を、後進国と列強との間の国際的力関係が男女関係（ジェンダー）の領域へ投影
される仕方を執拗に追跡する形で描いている。JＢの子・蔵人は、マッカーサーの愛人である女優・松原妙
子への恋愛に陥るが、マッカーサーは言うまでもなく、占領下日本において天皇以上の絶対的な権力者であ
った。妙子は、そのマッカーサーの狂気を抑制するために自分を提供したのである。 
 続く『美しい魂』では、蔵人の子・カヲルが登場する。後に皇太子妃となる不二子への恋愛が、物語の中
心となる。カオルは母の愛人の常盤家へ養子に入り、カウンターテナーの異才を発揮する。皇室タブーに挑
戦することにより、恋愛の強度を極限まで高めようとした作品である。そして、『エトロフの恋』では、そ
の超強度の恋愛を誇ったカヲルの、男性機能喪失という事態が根底に流れている。エトロフは、マリア、ニ
ーナ、コースチャの霊能者母子が主役となり、その他エトロフの森の自然に包まれて、カヲルの男性機能は、
神秘の力による治癒を遂げる。結末、カヲルの娘・文緒の到着の予感が語られる。こうして、円環に決着を
つけるのは霊能力、すなわち神秘の力ということになる。これは、小説の力の表現であると同時に、小説の
力の限界をも示すことのように思われる。 
 そしてここにおいて、島田のロシア表象は、島田のテクストとしては特異な転回を遂げたのである。初期の
ロシア表象は、貧しきロシアのイメージの中に、方法としての〈亡命〉のテーマを盛り込むものであったが、『エ
トロフの恋』の場合には、エトロフのシャーマンと自然の力が、単なる場所の提供のみならず、より人間主義的
に本質的な意味を持つように変わっている。描かれるのが都市を示す「島」から、文字通りの「島」へと変化し
たということでもある。これは、シャーマンに象徴される自然や伝統的民俗の深層が、人の心身を癒す力を持ち
うるとする見方である。その意味では、初期の、全く何の救いもない、アイデンティティや主体性の崩壊した存
在様態とは、大きく異なってきたと言わなければなるまい。 
 シャーマンの要素は、必ずしも島田2000年代のテクストに固有のものではない。『夢使い―レンタルチャイ
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ルドの新二都物語』（1989・11、講談社）では、守護霊とともに、人の夢に入り込んで癒す「夢使い」が描かれ、
『ロココ町』（1990・7、集英社）には文字通りのシャーマンが登場する。『預言者の名前』（1992・4、岩波書
店）は、全編これシャーマンの事績についての物語にほかならない。しかし、『エトロフの恋』のシャーマニズ
ムは、島田的な方法としての〈亡命〉が到達した最終的な境地として理解しなければならない。そして、この要
素は近作『カオスの娘 シャーマン探偵ナルコ』（2007・6、集英社）においては、ロシア表象とは切り離され
た形で全面化している。これは、胃癌で死期の迫った大学教授サナダが、「世界経済評議会」のメンバーを自爆
によって葬る結末に至るまでに、魔王子によって誘拐・監禁・凌辱され、記憶を初期化されて復讐に燃える真理
子と、シャーマンのナルヒコとが暗躍する物語である。『エトロフの恋』のシャーマンの要素と、『自由死刑』
（1999・6、集英社）の期限付きの人生という要素を合体したヴァイオレンス・アクションである。ロシア表象
と関わる方法としての〈亡命〉という島田のスタンスは、このように華々しく変形されながらも、今後も島田の
創作の根源に位置づけられるものと思われる。 
 
